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§１ マネジメント
「安全経営あいち®」

4

安全対策から管理

・労働災害の防止のためのリスクアセスメントの普及
（効果効率的な安全・危険の把握管理）

・リスクアセスメント活動そのものを効果効率的に運用するための
「労働安全衛生マネジメントシステム︓ISO45001」

・安全衛生だけでなく活動の運用＝組織の管理運営そのものを考える視点
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5

経営

ＰＱＣＤＳＭＥは、モノづくりやサービス提供の７つの視点

Productivity＝生産性
インプットに対しアウトプットをできるだけ多く

Ｐ

Quality＝品質
ねらい通りの品質の製品・サービスを提供

Ｑ

Cost＝コスト・経済性
ムダを減らし低コストで製品・サービスを提供

Ｃ

Delivery＝納期・生産量
必要な時に必要な量の製品・サービスを提供

Ｄ

Safety＝安全性
労働者の負荷軽減・災害がなく安全に作業を

Ｓ

Morale＝モラール
人の能力が開発・向上され、働きがいを持てる

Ｍ

Enviroment＝環境
環境に負荷を掛けない生産プロセス、サービス提供

Ｅ

 どの視点も欠かすことはできない。
 どれかひとつだけを重視することもできない。

 安全も視点の１つ
安全を欠かすことはできない。
安全だけを別に取り扱えない。

§２ 安全を理解する
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7

日本と欧米の考え方の違い
欧米の考え方日本の考え方

災害は努力しても、技術レベルに合わ
せて必ず起こる

災害は努力すれば２度と起こらないよ
うにできる

災害防止は技術の問題
人の対策よりも技術対策

災害の主原因は人である
技術対策より人の対策

人は必ず間違いを犯す
技術力向上がなければだめ

管理体制、教育訓練と規制の強化で安
全を確保

設備の安全化とともに、事故が起きて
も重大災害にならない技術を開発
災害低減化に関する技術力向上の努力

安全衛生法で、対人および設備の安全
化を目指す
災害が発生するたびに規制を強化

安全はコストがかかる安全はただである

危険源を洗い出し、リスクを評価し、
評価に応じたコストを掛ける

目に見える具体的危険には最低限のコ
ストで対応

論理的に安全を立証する技術見つけた危険をなくす技術

強度率（重大災害）重視度数率（発生件数）重視

8

安全と安心

科学的根拠を
必要とすること

心で感じること

 科学的根拠より感覚が先行しやすい
 「安心」を「安全」と錯覚されやすいポ イント

安心安心

不安不安

危険危険 安全安全
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9

安全とは

許容できないリスクがないこと
ＩＳＯ／ＩＥＣガイド５１︓２０１４

・リスクの概念の理解が不可欠
・安全はリスク経由で定義されている
・安全とは、災害の起きない状態を指していない

 広義の安全には衛生を含みます。
 本解説では、基本的に広義の安全を使用します。

許容可能なリスクは含まれている

10

リスク（英語）と危険（日本語）

「リスク」は「危険性」と訳されます。

「リスク」「ハザード」「デンジャー」など、様々な単語の中で
・「リスク」の示す特徴は︖
・「リスク」とは、いったい何でしょう︖

「リスク︓RISK」
「ハザード︓HAZARD」
「デンジャー︓DANGER」
は、まったく別のもの。

だけど、日本語に訳すと
ぜんぶ「危険」︖︖︖

9

10



11

リスクの考え方

• ハイリスク ハイリターンな投資
• ある治療法のリスク
• 自動車で外出する際の交通事故にあうリスク
• 電車で外出する際の交通事故にあうリスク

リスクという言葉の使用例

ポ イント メリットとデメリットを比較している
• 事前評価する考え方
• 誰もが日常的に行っている行為
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リスクの特徴

ポ イント 好むと好まざるとにかかわらず、受益に対す
るリスクが存在する。
• 許容するか否かは価値観であり、別問題。
• 問題はリスクを意識すらされないこと。

ポ イント 発生確率と危害の大きさの組み合わせ
• 掛け算で考える

ポ イント 不確かなもの
• 起きるかもしれないし、起こらないかもしれない
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過重労働を減らしましょう…
ではない

「リスク」の考え方
とは「事前評価」

↓
「事前評価」とは？

台風で帰れない「リスク」
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「台風のリスク」の「結果」と…

結果2段階目結果1段階目行動選択天気予報

無事に帰宅台風が直撃

早く帰宅する

台風が接近中

無事に帰宅
台風がそれる
（直撃しない）

無事に帰宅
台風がそれる
（直撃しない）

早く帰宅しない

帰宅困難者になる台風が直撃

「台風のリスク」の「結果」と…

結果2段階目結果1段階目行動選択天気予報

無事に帰宅台風が直撃

早く帰宅する

台風が接近中

無事に帰宅
台風がそれる
（直撃しない）

無事に帰宅
台風がそれる
（直撃しない）

早く帰宅しない

帰宅困難者になる台風が直撃
ここを「不正解」と考えてしまうのが

間違い。リスク（事前評価）とは、
こちら側だけ考える。
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「台風のリスク」の「結果」と…

結果2段階目結果1段階目行動選択天気予報

無事に帰宅台風が直撃

早く帰宅する

台風が接近中

無事に帰宅
台風がそれる
（直撃しない）

無事に帰宅
台風がそれる
（直撃しない）早く帰宅しない

帰宅困難者になる台風が直撃

無事に帰宅台風が直撃

早く帰宅する

台風が接近してい
ない

無事に帰宅
台風がそれる
（直撃しない）

帰宅困難者になる台風が直撃

早く帰宅しない
無事に帰宅

台風がそれる
（直撃しない）

天気予報の精度（あたり/はず
れ）と、予報に基づく行動と結
果は別問題。

18

（労働災害の）リスク

歩く 運搬する 大量に運搬する

リスクは
ゼロ

荷物成分追加
リスクが増加

重量が増えて
リスクが増加

リスクの表現は、
リスクの有無を探す物ではない
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安 全
許容しているリスクを
承知して接している状態

リスク小リスク小

安全はリスク経由で定義

リスク低減リスク低減残留リスク残留リスク

災害の起きない状態を指しては
いないのに、一般に理解は︖ リスク大リスク大

§３ リスクセスメントとは
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21

リスクアセスメントの意図すること

現状把握現状把握

対 策対 策

見つからない危険は
なくならない
そもそも従来感覚での
危険はなくならない

見つけた危険をなくす

見つけた
入口をできるだけ感性
に頼らない

調べた

調べる仕組みが必要

役割が確立

 ＲＡは災害防止の直接的ツールではなく
マネジメントのための情報整理ツールである

 マネジメントは、現状把握から始まる

22

気付きによる調査手法の限界

個人の気付きが情報収集の入口になっているという共通点

ヒヤリハット KY パトロール

21

22



23

災害発生のシナリオ

具現潜在

「危なさ」を
引き起こす根源

作業など

危険源と作業が
関わっている状態

災害の発生が
差し迫った状態

気づきが必要

機械的・人的な
エラーの介在など

24

リスクアセスメント手法

網羅的手法︓

科学的手法︓

作業を把握する仕組み

対象とする危険源を定める
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§３ａ

作業を把握する仕組み

ポイント
■ 安全専用に作らないこと
■ いまある仕組みへの組入れ・連動を考えること

26

仕事を把握する仕組みを構築

 できるだけ漏れなく記録シートを通過
させるように、作業などを整理する。

 そのための考え方を整理し、仕組みを
構築すること。

記録シートの書き方や
記録シートそのものの
議論になりやすい

 リスト化したら何か対策をしなければ
ならないという誤解
（「見つけた危険をなくす」か︖）

 リスト化に点数評価を必須にする誤解
（「やり方」解説書を真似しない）
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27

網羅的に（漏れ少なく）作業把握

食材カット

てんぷら粉準備

下味調味

油の加熱

材料投入

取り出し

（食事）

油の処理

食器洗い

て
ん
ぷ
ら

準備作業

本作業

片付け作業

こ
ち
ら
か
ら

見
る
。

時間の流れに沿って行
われる単位作業などご
とに整理して考える

時
間
の
流
れ

こ
ち
ら
か
ら
見
る
と

思
い
つ
き
に
な
る
。

「
見
つ
け
た
危
険
を
な
く
す
」
は
、

こ
ち
ら
側
か
ら
、
現
象
を
見
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

28

作業の網羅～どんな作業があるか整理する

作業の網羅
 定常作業
 低頻度定常作業
 非定常作業

 通常の加工作業

 型換え作業

 試し打ち

 メンテ、保全

︓
︓
︓

プレスにかかわる作業

 ・・・・・
 ・・・・・
 ・・・・・

 ・・・・・
 ・・・・・
 ・・・・・
 ・・・・・

 ・・・・・
 ・・・・・
 ・・・・・
 ・・・・・

 ・・・・・
 ・・・・・
 ・・・・・
 ・・・・・

それぞれに流れ

時
間
軸
の
網
羅
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§３ｂ

対象とする危険源を定める

ポイント
■ 「危ないところ」探しではない
■ マップ化することも視野に入れるとよい

30

科学的とは

ｇ＝9.8ｍ/ｓ2
内
包
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30



31

科学的なコロッケ

科学的にコロッケを買いに行くと。コロッケが安かったら、買ってきて。コロッケが1個40円以下なら、買ってきて。コロッケが1個40円以下なら、
8個買ってきて。

ミートコロッケが
1個40円以下なら、
8個買ってきて。

32

引き起こされる危害の具体例危険源の種類

鋭利な端部による切傷や切断、回転要素による巻き込みや引

込みや捕捉、可動要素による衝撃や押しつぶし など
機 械 的

充電部との接触による感電、アークによる火傷、静電気など電 気 的
高温による火傷や熱中症、低温による凍傷など熱 的
聴力喪失、平衡感覚喪失など騒 音
骨関節障害、血管障害、神経疾患など振 動

レーザや赤外線による目や皮膚への障害や火傷、低周波によ

る聴覚障害、放射線による悪性腫瘍など
放 射

ガスによる窒息や中毒、有害液体やミストによる中毒、粉じんによる

じん肺など
材 料 及 び 物 質

滑りやつまずきによる転倒、高さなどの影響による墜落や転落など
滑り、つまずき及
び 墜 落

不自然な姿勢による筋骨格障害、不適切な照明による錯誤、

精神的過負荷・負荷不足によるストレスなど
人 間 工 学 無 視

危険源の種類と危害(例)

注意：「危険源の種類」欄の各名称の後には、「な危険源」又は「の危険源」の言葉がつきます。
（例）機械的な危険源、材料及び物質の危険源 など
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33

引き起こされる危害の具体例危険源の種類

鋭利な端部による切傷や切断、回転要素による巻き込みや引

込みや捕捉、可動要素による衝撃や押しつぶし など
機 械 的

充電部との接触による感電、アークによる火傷、静電気など電 気 的
高温による火傷や熱中症、低温による凍傷など熱 的
聴力喪失、平衡感覚喪失など騒 音
骨関節障害、血管障害、神経疾患など振 動

レーザや赤外線による目や皮膚への障害や火傷、低周波によ

る聴覚障害、放射線による悪性腫瘍など
放 射

ガスによる窒息や中毒、有害液体やミストによる中毒、粉じんによる

じん肺など
材 料 及 び 物 質

滑りやつまずきによる転倒、高さなどの影響による墜落や転落など
滑り、つまずき及
び 墜 落

不自然な姿勢による筋骨格障害、不適切な照明による錯誤、

精神的過負荷・負荷不足によるストレスなど
人 間 工 学 無 視

危険源の種類と危害(例)

注意：「危険源の種類」欄の各名称の後には、「な危険源」又は「の危険源」の言葉がつきます。
（例）機械的な危険源、材料及び物質の危険源 など

危険源の定義

75N/80W

24V
60℃/WBGT28℃

1ｍ（高さ）

20ｋｇ（人力）

34

危険源のエネルギーと危害の大きさ

一般的に、危険源のエネルギーの大きさは、
危害の大きさと関係性があることが多い。

エネルギーの小さい危険源は
あらかじめ除外してよい
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35

引き起こされる危害の具体例危険源の種類

鋭利な端部による切傷や切断、回転要素による巻き込みや引

込みや捕捉、可動要素による衝撃や押しつぶし など
機 械 的

充電部との接触による感電、アークによる火傷、静電気など電 気 的
高温による火傷や熱中症、低温による凍傷など熱 的
聴力喪失、平衡感覚喪失など騒 音
骨関節障害、血管障害、神経疾患など振 動

レーザや赤外線による目や皮膚への障害や火傷、低周波によ

る聴覚障害、放射線による悪性腫瘍など
放 射

ガスによる窒息や中毒、有害液体やミストによる中毒、粉じんによる

じん肺など
材 料 及 び 物 質

滑りやつまずきによる転倒、高さなどの影響による墜落や転落など
滑り、つまずき及
び 墜 落

不自然な姿勢による筋骨格障害、不適切な照明による錯誤、

精神的過負荷・負荷不足によるストレスなど
人 間 工 学 無 視

危険源の種類と危害(例)

注意：「危険源の種類」欄の各名称の後には、「な危険源」又は「の危険源」の言葉がつきます。
（例）機械的な危険源、材料及び物質の危険源 など

危険源の定義

75N/80W

24V
60℃/WBGT28℃

1ｍ（高さ）

20ｋｇ（人力）

36

危険源のマップ化
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37

網羅的と科学的なロードマップ︖

A地点から
Ｂ地点へ移動しよう。

A

Ｂ

38

科学的なロードマップ︖

①調査単位を道路と交差
点に分けて危険源を調査。

A

Ｂ

②交差点を調査する場合
の基準は？

③交差点の状況（リス
ク）の指標は？
・信号（通常・点滅・右左折・時差）
・車線（車線数・右折等専用レーン）
・歩行者（横断歩道・歩道橋）
・視界（隣接建屋・反射鏡）
・交通標識（一方通行・一時停止）
・傾斜 etc etc
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39

網羅的なロードマップ︖①

網羅的にすべての交差点
を 1から25まで調査しよ
う。

A

Ｂ

6

5

１

当然、交差点への進入方
向を個々にすべて調査す
る。

40

網羅的なロードマップ︖②

①全ての移動可能なルート
を確認。

A

Ｂ

②行き止まりや一方通行
で限定されて、ルートは
すべてで●種類。

③●種類のルートについ
て「交差点」を調査。

39
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41

網羅的と科学的なロードマップ︖

A地点から
Ｂ地点へ移動しよう。

A

Ｂ

「科学的」な調査、
「網羅的」な調査には、

さまざまな「やり方」が

あり、単一の
「正解」はない。

移動手段は？
（自動車・バイク・トラック）
移動目的は？
（営業・貨物運送・旅客運送）

すべての条件が同じ事業場が複数ある
わけでないから、個々の「やり方」を
自分で考える必要がある。

§４ リスク見積りと記録シート

41
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43

記録シート

 できるだけ漏れなく記録シートを通過
させるように、作業などを整理する。

 そのための考え方を整理し、仕組みを
構築すること。

記録シートの書き方や
記録シートそのものの
議論になりやすい

 リスト化したら何か対策をしなければ
ならないという誤解
（「見つけた危険をなくす」か︖）

 リスト化に点数評価を必須にする誤解
（「やり方」解説書を真似しない）

44

記録シートの前に

原料Ａ
99.0％

加工②

製品
99.5±0.02％

加工①

原料Ｂ
95・0％

原料Ｃ
90.0％ チェック

チェック

チェック

チェック

チェック

原料、工程、の全てを
把握・管理して、高品
質の製品を安定して供
給しています。

製品（精度99.5±0.02％）
しか出荷されないように管
理しています。
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45

引き起こされる危害の具体例危険源の種類

鋭利な端部による切傷や切断、回転要素による巻き込みや引

込みや捕捉、可動要素による衝撃や押しつぶし など
機 械 的

充電部との接触による感電、アークによる火傷、静電気など電 気 的
高温による火傷や熱中症、低温による凍傷など熱 的
聴力喪失、平衡感覚喪失など騒 音
骨関節障害、血管障害、神経疾患など振 動

レーザや赤外線による目や皮膚への障害や火傷、低周波によ

る聴覚障害、放射線による悪性腫瘍など
放 射

ガスによる窒息や中毒、有害液体やミストによる中毒、粉じんによる

じん肺など
材 料 及 び 物 質

滑りやつまずきによる転倒、高さなどの影響による墜落や転落など
滑り、つまずき及
び 墜 落

不自然な姿勢による筋骨格障害、不適切な照明による錯誤、

精神的過負荷・負荷不足によるストレスなど
人 間 工 学 無 視

記録シートの前に

注意：「危険源の種類」欄の各名称の後には、「な危険源」又は「の危険源」の言葉がつきます。
（例）機械的な危険源、材料及び物質の危険源 など

危険源の定義

75N/80W

24V
60℃/WBGT28℃

1ｍ（高さ）

20ｋｇ（人力）

46

記録シート

確認その他対応リスク低減措置リスク判定状況危険源作業手順

リスク判定状況低下危険源低下
許可500kg動力運搬重量設備電源を投入し、

主原料を投入
許可設 備内 （接 触不

可）80℃高温（60℃以上）予熱装置を起動

許可断熱材保護不許可設備外の導入配管
120℃高温（60℃以上）

許可設 備内 （接 触不
可）

機械動力撹拌機を起動

許可保護カバー不許可作業範囲内機械動力投入口を動力で開放

許可投 入 口 サ イ ズ
（30cm×30cm）

高さ（1ｍ以上）装
置内部へ

許可手すり不許可地上床から3m高さ（1ｍ以上）
作業床から地上床

許可エリアセンサー不許可作業範囲内機械動力原料リフトを上昇

許可手すり不許可地上床から3ｍ高さ（1ｍ以上）
リフト用開口部

許可200kg動力運搬重量

許可10kg×5回
人力

不許可50kg人力重量原料Aを投入

許可1kg人力重量原料Bを投入

許可0.1kg人力重量原料Cを投入

許可作業服許可手 作業 （接 触）
60℃高温（60℃以上）

以下つづく

（工程の網羅化と同様に）
（作業手順を）網羅化＝
見落としが少ない手法
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47

記録シートの正体

確認その他対応リスク低減措置リスク判定状況危険源作業手順
リスク判定状況低下危険源低下

許可500kg動力運搬重量設備電源を投入し、
主原料を投入

許可設 備内 （接 触不
可）80℃高温（60℃以上）予熱装置を起動

許可断熱材保護不許可設備外の導入配管
120℃高温（60℃以上）

許可設 備内 （接 触不
可）

機械動力撹拌機を起動

許可保護カバー不許可作業範囲内機械動力投入口を動力で開放

許可投 入 口 サ イ ズ
（30cm×30cm）

高さ（1ｍ以上）装
置内部へ

許可手すり不許可地上床から3m高さ（1ｍ以上）
作業床から地上床

許可エリアセンサー不許可作業範囲内機械動力原料リフトを上昇

許可手すり不許可地上床から3ｍ高さ（1ｍ以上）
リフト用開口部

許可200kg動力運搬重量

許可10kg×5回
人力

不許可50kg人力重量原料Aを投入

許可1kg人力重量原料Bを投入

許可0.1kg人力重量原料Cを投入

許可作業服許可手 作業 （接 触）
60℃高温（60℃以上）

以下つづく

（工程の網羅化と同様に）
（作業手順を）網羅化＝
見落としが少ない手法

危険源を調査
×「人間」が「●●する」
◎「危険源」が「人を害する」

「危険状態」＝通常の作業状態を調査しているので、
大部分は白紙になる。

・許容できる危険状態であることを並べる。
・許容できる危険状態であることを証明している。
・安全であることを自己立証する。

§５ 対策の考え方
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49

危険源をなくす
危険源のエネルギーを（影響がない程度に）小さくする

作業をなくす
危険源に関わらない作業方法にするリスクは残留している

対策も災害発生のシナリオで
↓（「事故の起きない」との誤解が多い）

本質安全 機能安全

50

災害発生のシナリオ

具現潜在

「危なさ」を
引き起こす根源

作業など

危険源と作業が
関わっている状態

災害の発生が
差し迫った状態

気づきが必要

機械的・人的な
エラーの介在など
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51

災害発生シナリオと危険源

危険源

「危険源」一つに対して

「危険状態」：通常の作業状態

「危険事象」：不安全＝やってはいけな
いこと／起きてはいけないこと

は、複数存在する。

52

閑話︓三次産業（小売業）の安全衛生「管理」を考える例

これが勘違い
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53

閑話︓三次産業（小売業）の安全衛生「管理」を考える例

色が濃い災害ほど、
全業種平均より多
発している災害。

小売業でなく、より
細かい業態で考え
ると、注力すべき災
害は全く別になって

しまう。

54

閑話︓三次産業（小売業）の安全衛生「管理」を考える例

同じ圧縮陳列でも、取り扱う商品の差
で、注力すべき災害にも差が発生して

しまう。
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55

閑話︓三次産業（小売業）の安全衛生「管理」を考える例

入荷→在庫管理→陳列→販売（商品選択・移動）→販売（会計）→出荷

§６ マネジメントの視点
「安全経営あいち®」ふたたび

・仕事、組織、運営の設計＝仕組み（システム）とは
・ISO45001では？
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57

ピラミッド構造の現実

Ａ規格
基本規格

Ｂ規格
グループ規格

Ｃ規格
個別の規格

基本概念、原則および
要求事項を含む規格

広範を規定する規格

個別の要求事項を規定する規格

指揮系統
報告系統

指揮方法
報告方法

調査方法
順序/対象

評価基準

対策基準

個別規格

指揮・報告
・管理対象

マネジメントの基礎

58

活動の運営＝活動の確認・保証

Ａ規格
基本規格

Ｂ規格
グループ規格

Ｃ規格
個別の規格

基本概念、原則および
要求事項を含む規格

広範を規定する規格

個別の要求事項を規定する規格

指揮系統
報告系統

指揮方法
報告方法

調査方法
順序/対象

評価基準

対策基準

個別規格

指揮・報告
・管理対象

どの様に活動する
か策定・指揮

どの様に活動して
いるか報告・確認

何をマネジメント
（管理）するか

・安全衛生
・品質保証
・コスト
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59

例）作業を把握して何を管理する

原料Ａ
99.0％

加工②

製品
99.5±0.02％

加工①

原料Ｂ
95・0％

原料Ｃ
90.0％ チェック

チェック

チェック

チェック

チェック

マネジメントのため
原料、工程、の全て
のプロセスを把握し
ています。

原料、工程、の全て
を把握・管理して、
高品質の製品を安定
して供給しています。

プロセスに対して、コスト、品質、安
全などをマネジメントしています。

優良製品（精度99.5±0.02％）し
か出荷されないように管理してい
ます。

60

活動の運営＝活動の確認・保証

Ａ規格
基本規格

Ｂ規格
グループ規格

Ｃ規格
個別の規格

基本概念、原則および
要求事項を含む規格

広範を規定する規格

個別の要求事項を規定する規格

指揮系統
報告系統

指揮方法
報告方法

調査方法
順序/対象

評価基準

対策基準

個別規格

指揮・報告
・管理対象

どの様に活動する
か策定・指揮

どの様に活動して
いるか報告・確認
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6161

「マネジメント」と「プロセス」の視点

経営

Productivity＝生産性
インプットに対しアウトプットをできるだけ多く

Ｐ

Quality＝品質
ねらい通りの品質の製品・サービスを提供

Ｑ

Cost＝コスト・経済性
ムダを減らし低コストで製品・サービスを提供

Ｃ

Delivery＝納期・生産量
必要な時に必要な量の製品・サービスを提供

Ｄ

Safety＝安全性
労働者の負荷軽減・災害がなく安全に作業を

Ｓ

Morale＝モラル
人の能力が開発・向上され、働きがいを持てる

Ｍ

Enviroment＝環境
環境に負荷を掛けない生産プロセス、サービス提供

Ｅ

組織がどのように機能してい
るかの「プロセス」を把握す
るのが基本であり、すべて。

原料Ａ
99.0％

加工②

製品
99.5±0.02％

加工①

原料Ｂ
95・0％

原料Ｃ
90.0％

働き方改革とは︖

 仕事を運営することの「効率化」
 仕事の「パフォーマンス」を考える
 仕事の「プロセス」を把握し、「パ
フォーマンス」を向上させる手法（手
順）を考える。

過重労働の防止？？？

労働時間の短縮？？？
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6363

 マネジメントは「プロセス」の視点で、効果効率的な運
用を考える。

マネジメントの重要性

「働き方改革」も「安全経営」も
マネジメントによって、効果効率的に組織を運用するこ
とが根本になる。

貨物自動車における
荷役作業時にかかる規則改正等
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労働安全衛生規則改正内容について

３ 運転者が運転位置から離れるときの措置の適用除外

荷役作業に使用されるテールゲートリフターは、その構造及び特性に起因する労働災害
のリスクが存在するため、その機能や危険性を意識し、安全な作業方法を身に付けた上で作
業を行う必要があることから、労働安全衛生法第59 条第３項の安全又は衛生のための特別
の教育が必要な業務として、テールゲートリフターの操作の業務（荷役作業を伴うものに限
る。）を規定するもの。

２ テールゲートリフターによる荷役作業についての特別教育を義務化

テールゲートリフターの操作においては、原動機を動かさなければテールゲートリフター
が動かない構造のものも存在することから、運転席とテールゲートリフターの操作位置が異
なる場合においては、逸走防止措置を引き続き義務付けるが、原動機の停止義務については
適用除外とすること等とするもの。

施行/適用期日︓令和５年10月１日（２の特別教育の義務化については令和６年２月１日）

１ 昇降設備の設置及び保護帽の着用が必要な貨物自動車の範囲を拡大
現行、最大積載量５トン以上の貨物自動車について、昇降設備の設置義務

及び荷役作業を行う労働者に保護帽を着用させる義務が規定されているとこ
ろ、それらの義務の対象となる貨物自動車を、最大積載量５トン以上の貨物
自動車から、２トン以上のものに拡大するもの。

昇降設備の例

65

１．昇降設備の設置（安衛則第151条の67関係）（令和5年10月1日施行）

66

昇降設備を
設置・使用

 ２ｔ以上の貨物自動車の

 その他1.5mを超える昇降全般

 1.5ｍを超える
はいの上への昇降

1.5m

R5.10.1.改正

荷台
荷の上面 への昇降
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２．保護帽の着用（安衛則第151条の74関係）（令和5年10月1日施行）

67

 ５ｔ以上

  2m以上のはいの上
における作業

or

ガイドライン 第２の2 荷役作業における労働災害防止措置 (1) ウ、(2)ア⑤

墜落・転落の危険のある作業
保護帽を着用

墜落時保護用

荷役作業の
作業環境、作業内容に配慮 保護帽

 上記以外の貨物自動車で
テールゲートリフターを使用して荷を降ろす作業

R5.10.1.
改正

R5.10.1.
改正

で５ｔ未満
２ｔ以上

貨物自動車の
荷の積み卸しの作業あおり無し

開閉できる

ポイント︓具体的な車両例

新たに保護帽の着用が必要となるトラックの種類（最大積載量2トン以上5トン未満のもの）

保護帽の着用が必要となるもの 適用されないもの

平ボディ車 ウイング車

建機運搬車 バン

（荷台の側面が構造上開閉できるものの例）

（荷台の側面が構造上開放されているものの例） （テールゲートリフターが設置されているもの）

※最大積載量5トン以上のトラックについては、トラックの種類にかかわらず保護帽の着用が必要です。

バン

（テールゲートリフターが設置されていないもの）

※墜落・転落の危険のある作業において

保護帽を着用することが望ましい。
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３．特別教育（安衛則第36条第５号の４関係）①（令和6年2月1日施行）

69

特別教育の受講者が操作を行うこと

時間数科目（テールゲートリフター＝TGL）
1.5HTGLに関する知識

学科教育
下記以外の者

2HTGLによる作業に関する知識
0.5H関係法令
2H以上TGLの操作の方法実技教育
45MTGLに関する知識学科教育R6.2.1.時点で6か月

以上従事歴のある者 1HTGLの操作の方法実技教育

４．運転位置から離れる場合の措置（安衛則第151条の11関係）（令和5年10
月1日施行）

（運転位置から離れる場合の措置）

第151条の11 事業者は、車両系荷役運搬機械等の運転者が運転位置から離れるとき
は、当該運転者に次の措置を講じさせなければならない。ただし、走行のための運転

位置と作業装置の運転のための運転位置が異なる貨物自動車を運転する場合であ

つて、労働者が作業装置の運転のための運転位置において作業装置を運転し、又

は運転しようとしている場合は、この限りでない。

一 フォーク、ショベル等の荷役装置（テールゲートリフターを除く。）を最低降下位置

に置くこと。

二 原動機を止め、かつ、停止の状態を保持するためのブレーキを確実にかける等の

車両系荷役運搬機械等の逸走を防止する措置を講ずること。

２ （略）

３ 事業者は、第一項ただし書の場合において、貨物自動車の停止の状態を保持する

ためのブレーキを確実にかける等の貨物自動車の逸走を防止する措置を講じさせな

ければならない。

４ 貨物自動車の運転者は、第一項ただし書の場合において、前項の措置を講じなけ

ればならない。

【改正後の労働安全衛生規則（抜粋）】※赤字が改正部分

70

69

70



５．その他（荷役ガイドラインの改正）

○テールゲートリフター
 テールゲートリフターの操作は特別教育を受講した者に行わせること
 作業開始前及び定期に点検すること
 いわゆるU字型ロールボックスパレットの積載については、逸走防止措置を
確実に講ずること。

 床下格納式テールゲートリフターは、側部ストッパーに隙間が生じるため、
当該隙間から車輪が脱輪しないよう、注意しつつ積載すること。

【U字型ロールボックスパレット】
折りたたんで収納する際、ショッピング

カートのごとく収納できるよう、前部のキャ

スターの間隔が後部のキャスターの間隔

よりも短くなっている

ロールボックスパレット等による労働災害防止対策
 ロールボックスパレット等を移動させないときは必ずキャスターストッ
パーを使用すること。キャスターストッパーが備わっていない場合は、歯
止め等適切な逸走防止措置を講ずること。

 不具合があった場合は、所有者又は荷主に報告し、対応を協議すること。
 最大積載重量を遵守するとともに、偏加重が生じないようにすること。

○荷主等が講ずべき措置
 荷主等がロールボックスパレット等に荷を積載する場合は、最大積載重量を遵守する
とともに、偏加重が生じないようにすること。

 自身が所有するロールボックスパレットについて、最大積載荷重を表示するとともに、
定期的に不具合の有無を点検し、不具合があった場合は、補修するまでの間使用して
はならないこと。

【床下格納式テールゲートリフター】

床下に格納できるよう
テーブルが折りたたみ
式になっている

71

ポイント︓その他の留意事項等①

【床下格納式におけるサイドストッパー

の隙間についての注意事項】

【テールゲートリフターの点検について】

テールゲートリフターについては、安衛則第
151条の75に基づき作業開始前に点検を行っ
てください。（荷役装置の点検）

折り畳み部周辺のサイドストッパーに隙間が生
じるので、隙間から車輪が脱輪しないよう、注
意してください。

［点検項目の例］

①正常に動作するか、異音がないか

②部材に亀裂、損傷、変形等がないか

③油圧系統に接手のゆるみや油漏れ等がないか

④スイッチは正常に動作するか、電気系統に異常はないか
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ポイント︓その他の留意事項等②

【ロールボックスパレットの不具合を

確認したとき】

【U字型ロールボックスパレットについて】

ロールボックスパレットの不具合を確認した場合は、速
やかに所有者又は荷主に報告し、対応を協議してくださ
い。

短辺側をストッパーに当てると斜め配置になり、転倒や
荷崩れにつながるおそれがありますので、逸走防止措置
を確実に講じてください。
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